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世界のＤＭ・ダイレクトマーケティング事例 

 

 

消え去る記憶を呼び戻すための 

募金キャンペーン 

広告主：シナプシス財団 

アルツハイマー・リサーチ・スイス 

参 考：ケープルズ賞ファイナリスト 

 

 

●背景 

 認知症の患者数は急増しており、スイスだけでも年間28,000人以上の新規患者が発生して

いる。国内で2040年までに30万人がアルツハイマー病になると研究者達は予測している。ア

ルツハイマー病は、誰もが罹患する可能性のある病気なのだ。残念ながら、アルツハイマー

病の研究は、癌の研究ほど進んでいないのが現状である。 

シナプシス財団（Foundation Synapsis）－ アルツハイマー・リサーチ・スイス（産業界

から独立した財団）は、この状況を変えようとした。この財団は、基礎研究と臨床研究の両

方を支援しており、特にスイスの大学や他の研究機関に所属している若く才能のある研究者

に資金援助と支援を行っている。シナプシスは、その活動資金を一般の人々からの寄付に頼

っている。 

 

●アイデア 

9月21日の世界アルツハイマーデーを記念して、産業界に依存しない研究のために最大限の

資金を提供し、アルツハイマー病の効果的な治療法が一日も早く開発されることを願って、

寄付を呼びかけるダイレクトメールをスイスの120万世帯に送った。募金活動のために作成さ

れたダイレクトメールの挨拶状は、文字が部分的に薄く読みづらくなっている。文面の最後

の方になると、アルツハイマー病の進行を反映したかのように文字が薄れた部分が頻繁に出

てくる。これはアルツハイマー病患者の記憶を手紙で再現し、まるでこの挨拶状の文面のよ

うにどんどん消え去っていくのである。 

 

●結果 

ダイレクトメールが送られ10週間で総額50万スイスフランの寄付がシナプシス財団に寄せ

られ、さらに多くの寄付が見込まれている。結果、レスポンス率は前年より25.4％高くなっ

た。平均寄付額も48.37スイスフランから54.05スイスフランに増加し、これは11.7％の増加

に相当する。スイスのドイツ語圏における平均寄付額は、2017年と比較して52.7パーセント

増加。いままで実施したキャンペーンでは、シナプシス財団がこのようなポジティブなフィ

ードバックを受けたことがなく、ブランドイメージに大きく貢献するキャンペーン結果とな

った。 
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レター文面の文字がところどころ

薄くなり、記憶が薄れていく様子

を表現している 

 

キャンペーン全体を書き表した

ストーリーボード 


